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1) 産業機能の展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典；総務省HP

条件不利地域対策

ＩＣＴ活用による遠隔地でも就業すること
のできるテレワーク環境の形成

○ 生活中心都市：女性の働き易さも含めた、都市間の役割分担と駅機能の活用での地域間の流動性向上 
         これらを支える公共交通網の拡充 
○ 条件不利地域： ICT活用等による、条件不利地域での新たな就業の場の拡大 
 

図 5-316 産業機能の展開方向 

 通勤割合 
      20％以上 

      10%以上 

       5％以上 

●LRT とバス
の連絡性の
向上 

機能充実・連携強化 

子育てする女性でも働きやすい都市サービスの充実 

都市サービス機能の
強化やサービス享受
における自治体間での
協力体制の構築 

職場のある自治体 
居住地のある
自治体 

交通ネットワークの充実・強化 

職業選択機会を拡大する公共交通ネットワークの充実
や利便性の向上 

●パークアンドバスライド
「K パークシステム」 

●駅での保育
施設充実 

駅ナカ保育所
で子どもをお預
け。急な残業も
24 時間保育で
対応。 

●駅での 24
時間医療体
制の充実 

駅周辺での効果的な
機能集積による利便
性の向上 
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2） 教育機能の展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】東急セキュリティHP

●子どもが改札ゲートを通るとメール通知
がくるからお迎えも安心

エキッズ（東京都・神奈川県）

都会のUIJ
ターン希望者

自治体・JAの
若手職員

農林業の後
継者・担い手

里山マイスター養成プログラム（2年間）

里山マイスター認定

篤農人材 アグリビジネス人材 地域リーダー人材

金沢大学 石川県 地元市町村

共同研究 情報提供 就農支援資金融資 空家・農地斡旋

都会のUIJ
ターン希望者

自治体・JAの
若手職員

農林業の後
継者・担い手

里山マイスター養成プログラム（2年間）

里山マイスター認定

篤農人材 アグリビジネス人材 地域リーダー人材

金沢大学 石川県 地元市町村

共同研究 情報提供 就農支援資金融資 空家・農地斡旋

○ 中心都市：大学の連携など、高次の教育機会の提供と、これを支える公共交通ネットワークの強化 
○ 条件不利地域：近接する都市との交流も見据えた地域資源を活用した教育機会の提供 

図 5-317 教育機能の展開方向 

教育の充実 

大学連携などによる 
高等教育の充実 

●北陸地区国立大学連合による教育
研究の活性化などの取組強化

【北陸地区国立大学連合】平成14年12月、北陸地
区国立大学連合に関する協定締結。
北陸地区の富山大、金沢大、福井大、福井医大、
高岡短大、北陸先端科学技術大学院大で構成。
各国立大とこれらが立地する地域の広範な連携
により、単位互換や双方向遠隔授業システムな
どに取り組んでいる。

機能充実・連携強化 

教育選択機会を拡大する
公共交通ネットワークの充
実や安全性の向上 

条件不利地域対策 

近接する都市との交流も見据え
た地域資源を活用した教育機

会の提供 

・ 奥能登の地域資源、金沢大学の人
的資源を活かして、農林業・環境等
の技能を取得

・ 認定後は、大学・行政が、地域づく
り・地域おこしの担い手を支援

●能登里山マイスター
（金沢大学）

●自然の中で五感で学ぶ

【出典】北陸農政局資料

子ども農山漁村交流プロジェクト

 通学割合 
      20％以上 

      10%以上 

       5％以上 
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3） 商業機能の展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中心都市：都市特性を生かした多様な商業空間の形成と交通機関を活用した相互の連携 
○ 条件不利地域：移動販売等による商店数減少への対応とこれを可能とする交通網、ICTの拡充 

図 5-318 商業機能の展開方向 
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4) 娯楽・レジャー機能の展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キッズルームの充実

●交通結節点での都市機能の集積

都市内公共交
通との連携

高速道路

新幹線・並行在来線

ハイウエイオアシスと一体となった余暇施設

シャトルバスでの新幹線の活用

地域個性を活かした施設の個性
化

【生活中心都市】

【周辺地域】

地域資源を活用した
体験型娯楽

地域間交流の拡大

○ 中心都市：都市機能の充実による誰もが利用しやすく機能特化など利便性の高い中心都

市と多様な資源を活かした魅力ある周辺都市の形成 

○ 条件不利地域：地域資源を活用したレジャー機能の充実と中心都市等を結ぶ交通アクセ

スの拡充・強化 

都市型娯楽 
自然活動型レジャー 

図 5-319 娯楽・レジャー機能の展開方向 

【出典】Mapple 観光ガイド HP 【出典】ピアＭＡＰ2008 

凡例 

  キャンプ場 

※●内の数字は市町
村別キャンプ場数 
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（2） 広域都市圏を支える公共交通の取り組みの強化 

(1)の各分野別方向で示すように、都市圏の充実のためには、都市機能の充実とともに、こ

れらを支える公共交通の充実が不可欠である。 

これらの展開にあたっては、個別の公共交通機関の利便性の確保や経営体力の充実等

も必要であるが圏域全体として次のような方向で捉える。 
■都市圏を超えた交通利便性を確保するために、北陸圏全体での共通利用を図る。 

■バス・鉄道に限定せず、LRT やカーシェアリング、サイクルシェアリング等も活用し、端末

も含めた総合的な交通体系を一体的に考える。 

 

ただし、これらの実現にあたっては、異なる経営体相互の連携が不可欠なため、実施

システムや実現手順等について、検証する必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-320 「FIT 広域連携センター」による地域サービスの提案 

母体組織

16

広域取組広域取組広域取組

広域取組広域取組広域取組広域取組広域取組広域取組

広域取組広域取組広域取組

広域取組広域取組広域取組

ＦＩＴＦＩＴ
広域連携広域連携
センターセンター
提案・調整提案・調整

サービスサービス
の協力の協力

システムシステム
の共有の共有

出資出資 合算経理合算経理

金沢駅金沢駅
富山駅富山駅

18
すべてすべてFITFITパスで乗れるパスで乗れる!!!!

民間バス民間バス

在来線在来線

サイクルシェアサイクルシェア

コミバスコミバス

LRTLRT

交通FIT

カーシェアカーシェア

エコポイントエコポイントエコポイント
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(3) 良好な自然環境等の地域資源を生かした、新幹線開通効果の地域活性化への展開 

北陸圏の自然環境や歴史環境はアンケートにみるように、非常に高い評価を得ている。

今後、新幹線開通に伴う時間距離の短縮効果を、より地域活性化へ展開するために北陸

圏の持つ自然特性の強みを生かしていくことが重要である。 

 

1) 自然と都市が共生した定住環境の提供 

「国土の将来像に関する世論調査（平成 13 年、内閣府）」において、理想とされる

居住形態は、地方圏の中枢・中核都市以外の居住地となっており、地方都市での豊か

な暮らしに注目が集まっている。また、「過疎地域に対するマルチハビテーションに

関する調査（平成 13 年、総務省）」では、「平日は都会、週末を田舎で」暮らす居住

形態が望まれている。 

 

 

 

 

北陸圏では、都市の暮らしやすさと自然への近接性という地域特性を持つ北陸圏は、

上記の要望を満たすライフスタイルを提供することが可能であるという「強み」を生

かした定住の場として、積極的にアピールする必要がある。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-321 北陸圏の特性と強みを活かした可能性 
 
 
 
 
 
 

○ 理想の居住地域：「地方圏の中枢・中核都市以外」が 40％で最多 
   国土の将来像に関する世論調査（H13:内閣府） 

○ 望ましいライフスタイル：「平日は都会で休日は田舎」50.2％で最多 
 過疎地域に対するマルチハビテーションに関する調査（H13:総務省）

【北陸圏の特性】 

三大都市圏に等距離に
近接 

【連接都市圏の強み】

アンケート等(※)での
要望に適合した居住の
場の提供による地方定
住スタイルの確立 

【北陸圏の可能性】 

個性ある都市の集積 

一定の産業・経済規模

美しい自然や、個性あ
る食文化 

一極集中によらずに済む 
地域の自立発展ポテンシ
ャル 

大都市圏の需要に応えつ
つ、特定の大都市圏に過度
に依存しない独自の個性
化が可能 

農山漁村や自然と共生し
た、適度な規模の多様な生
活中心都市の連なり 

※アンケート等：上述点線枠内調査 
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2) 良好な自然・生活環境を活用した国際的研究機関の創出・誘致 

外国人居住者の希望する生活環境として、「研究所と自宅の近接性」「リフレッシ

ュできる公園等の豊かな自然」「商業施設の充実」の 3点への要請が高い。 

このうちの前 2者については、北陸圏の「強み」であり、これらを積極的に活用し

て、国際的な研究機関の誘致・立地を促進していくことが考えられる。 

一方、商業機能に関しては、一定の集積はあるものの、他圏域と比較して必ずしも

強いとはいえないため、(1)－3)に示す取り組みを進め、都市個性に応じた商業機能

の充実を図っていくことが重要になる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【出典】平成 14 年度 ゲノム科学の国際拠点形成（東京圏）のための都市基盤・居住環境整備方策に関する調査 

平成 15 年 3月 国土交通省 都市・地域整備局 
図 5-322 外国人研究者が望む生活環境 

 
 

 
 
 
 

5

26

61

40

7

33

45

69

69

18

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

日本国内の他の研究施設への交通利便性

研究所（職場と自宅との近接性）

リフレッシュできる公園等の豊かな自然

住宅地として独立した静かな居住環境

外国人の生活や言語環境に配慮した街

インターナショ ナルなコミュニティ環境

医療施設の充実度

教育関連施設の充実度

商業施設の充実度


